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４月２７日（木）第５回大分県集落営農法人会総会が会員３５法人（４

１名）、来賓、関係機関職員等３８名、計７９名の参加で開催された。

冒頭、廣瀬会長から「集落営農法人の設立を年数が長くなった法人も多

くなった。近年の情勢では、米、麦、大豆のみの経営では厳しくなってく

るため、①新規品目の取組み、②法人間連携の取組みが重要となってきて

いる。また、法人は『地域の最後のとりで』であり、法人の発展が地域を

守ることにも繋がる。今後は、関係機関とますますの協力を図り今後の法

人経営の発展に繋げていきたい。」と挨拶された。

また、来賓の佐藤洋大分県農協中央会会長は、「夏の高温・多雨に加え天候不安定の中、自然現象に左右されな

がらも地域の農業・土地を守っている集落営農法人に敬意を表します。JAグループも昨年設置した県域担い手サ

ポートセンターを中心に県と一緒に様々なニーズに対応していき、しっかりと農業者への支援を実行していきた

い。」と挨拶された。また、重盛進大分県農林水産部審議監は、「28年度末で２１３法人となった集落営農法人、

今後は、平成２７年にスタートした農林水産業振興計画『おおいた農林水産業活力創出プラン２０１５』の実践を

行い、『数から質』、『点から面』をキーワードに集落営農法人の経営力強化に取り組んでいきたい。」と挨拶さ

れた。

１．定期総会の開催

第5回定期総会を開催し、全ての議案が承認される

２．園芸品目導入の会員に土壌分析経費の助成
単収の向上を目的に。申請締め切りは６月１６日 必着！！

３．大分県、JAグループが園芸品目の新規導入に助成
ＪＡグループ・最大７万円/10aの助成 29年秋作の品目募集は７月１日から

４. 農産物の加工に朗報
農業所得の増大にJAグループが支援

５. 麦作共励会の現地審査会 各地で
収量・品質アップで所得増大を！

特 集

第5回 大分県集落営農法人会定期総会を開催 ～豊の国 健康ランド～

平成２９年度は、昨年度の活動をより深化していく

ために、①「経営多角化による経営力の強化」 ②

「地域農業を守るための連携促進」 ③「提言提案活

動の強化」を柱に取り組んでいくことが予算案と共に

提案され、満場一致で承認された。

特に30年度からの水田農業改革をにらんで、農機具

のメンテナンス講習を地区別に行うことや、スマート

農業研修会を計画する等、経費削減・労働力の低減策

検討に向けた計画案が説明された。

また、今年度も会員の加入促進を継続していくため

に、労災加入(中央会労災保険事務組合)に対する助成

制度や園芸品目に取り組む会員が土壌診断を実施する

経費の助成予算も承認された。

★第1号議案 平成28年度活動実績並びに収支決算

活動実績の報告では、「経営多角化による経営力の強化」と「地域農業を守るための連携促進」「提言提案活動の

強化」の３本柱で活動したことが報告された。まず「経営多角化による経営力の強化」では、今年度の現地研修会

「周年放牧」の報告に加え、昨年度実施した園芸品目の取り組み状況が口頭報告され、複数の会員で平成30年からの

新たな水田農業施策への対策に取り組んでいる様子が報告された。また、「地域農業を守るための連携促進」「提言

提案活動の強化」では、副知事との意見交換の状況や８月に６地区で開催された地区別研修会の取り組み、更にJAグ

ループとの連携による労災保険加入に対する助成制度や農機フェアへの後援等、法人会加入のメリットに向けた取り

組みにより会員が増加したことが報告され、活動報告ならびに収支決算は満場一致で承認された。

★第２号議案 平成29年度活動計画(案)並びに収支予算 (案) スマート農業の将来像



新規に作付されたニンニクの圃場　28年12月の様子

導入した　金属探知機

法人会では、一昨年から水田農業の改革に備えるために園芸品目導入を勧めてきた。

そこで今年は導入した品目の単収向上に役立つ『土づくり』に着目し、土壌診断を実施

した会員に対して助成をすることが決まった。

園芸品目は、一般的に米・麦・大豆と比べて養分の吸収量が大きく、良い土づくりを

していないと高単収が見込めない。また、土壌の中で不足した養分を補う資材を投入し

なければ、法人の経費が無駄になってしまう。そこで、土壌診断を実施することにより、

土壌中の養分を把握して資材を選択することが重要となる。

ぜひ、この機会に土壌診断を実施して、園芸品目で高単収・高収入を目指してみては

いかがでしょうか？

ただし、今回の助成は事前に土壌診断を実施する計画(申請書)を提出した法人に限る

ため、期限内での申し込みが必要となる。

園芸品目導入の会員に土壌分析の経費助成 申請締め切り迫る ６月１６日 必着

農産物加工に朗報 ！！ 農業所得の増大にJAグループが支援

大分県、JAグループが園芸品目の新規導入に助成 ＪＡグループ・最大７万円/10a

28年度

甘藷に取り組んだ会員の様子 マルチ張り

★申請書締め切り ６月１６日(金) 必着

★提出・問合せ先 法人会事務局(県域担い手サポートセンター)

『農産物の加工で従業員の長期雇用が確立された。』と話すのは、豊後大野市

で農産物加工・販売まで手掛けた会員。この会員は、昨年度JAグループ大分が創

設した県域企画応援プログラムを活用し、金属探知機とペーストミキサー(食品を

ペースト状にする機械)を導入し、加工品の拡充を図った。

今回活用した制度は、JAグループ大分が昨年度創設した【農産物加工支援事

業】で、①新規に加工事業を開始する開始型、②既に農産物加工を行っているが

販売促進等をしたいという商品開発型(機械未導入)、③新たな商品開発に係る機

械導入・販売促進等をしたいという商品開発型(機械導入)の３つの助成内容があ

る。いずれもJAと協力しながら進め、加工商品の概要、販売先、販売計画などの

企画書を提出することによって、最高２００万円までの助成を受けることが出来

る。

JAグループ大分では、水田普通作をメインに行う農業者が園

芸品目の導入に係る初年度営農経費の一部助成を行っている。

これは、中山間地の多い本県では、米、麦、大豆などの普通

作だけでは面積拡大に限界があり所得増大を図りにくい。そこ

で、裏作や転作による園芸品目に取り組む農業者の初期経費等

を助成し、経営の多角化を支援していくのがその狙い。行政か

らの補助を受けている農業者も対象となっており、10a当たり

70千円を助成する(1経営体50aまで)。

昨年度、この制度を活用しニンニクの作付を開始した会員は、

『これまで米麦しか作付したことがなかったため、園芸品目の

導入には勇気がいったが、この制度のお陰で少しは楽に取り組

むことが出来ました。特に、県の補助事業を使っても助成して

もらえたので有難かった。』と、話した。

問い合わせ先

○『県域企画応援プログラム 園芸品目新規チャレンジ支援 の件で。』と、お近くのJAまでお問い合わせください。

○大分県でも同様の補助事業を用意しています。 お近くの振興局にお問い合わせください。裏面、『広報』参照。



収穫前の除草作業

大分県集落営農法人会ＨＰアドレス→→→ www.syuurakueinou.oita.jp/

①平成２９年度会費について
６月下旬に会員の指定口座から会費５千円を引き落とす予定ですので、ご了知ください。また、口座引き

落としできない会員に対しては請求書を送付しますので６月中に振り込みをお願いします。

②法人会のホームページがリニューアルされました (^_-)-☆
法人会のホームページをリニューアルしました。昨年度は、更新するのに特殊な知識が必要だったため、

特定の事務局でしか更新できずに、結果として記事の更新が滞っていました。今回のリニューアルでは更新

手続きにさして必要な知識・技術が必要でない為、事務局総出で記事の更新が可能となっています。

③乾田直播栽培試験播種が始まっています
水田農業の省力化・経費削減のために最近話題となって

いる「稲作乾田直播栽培技術」の試験が、県内各地で始ま

っています。

代掻き・田植えの省力化に加え苗箱代の削減など、稲作

農業にとってコスト削減の大きな武器となりそうです。

事務局では、今後この動きを追っていきたいと思います。

事務局からのお知らせ

平成29年度 主要行事 総会で承認された本年度の主要行事は次の通りです。

７月２６日～ 全国集落営農サミット

８月下旬 地区別研修会(関係機関からの情報提供、並びに農機具メンテナンス現地研修)

９月上・中旬 農業団体との意見交換会（法人会役員対象）

１１月 集落営農４県サミット 於;島根県

時期未定 スマート農業研修会

<後援事業> 農機具フェスタ ７月２６日～２８日 場所;大分スポーツ公園 Ｈ駐車場

麦作共励会の現地審査会 各地で 収量・品質アップで所得増大を目指す！

平成29年度大分県麦作共励会の現地審査会が県下各地で開催

された。(JA大分中央会主催)

今年度の麦作は、播種時期の長雨のため適期に播種が出来な

かったり、麦作を断念する等が見られたが、5月中旬からの好

天に恵まれ作付された圃場では持ち直した感がある。30年度か

らの水田農業の改革に向け、経営の安定化のためには、園芸品

目の導入などの検討も考えられるが、まずは、これまで培った

水田農業で収量アップ・品質アップで所得増大を目指すのが近

道。

近くの仲間からその秘訣を学びましょう。

る。

規格外品をどうにかしたい。従業員を長期間雇用するために収入が欲しい。 という方は、是非お近くのJAまでご一報を！

右写真 ⇒

株間、深さの確認中



広　　報


